












平成30年度 第１回 奈良県公共事業評価監視委員会

下下下下 水水水水 道道道道 事事事事 業業業業

平成30年11月

奈良県県土マネジメント部下水道課

・大和川上流・宇陀川流域下水道（第一処理区）

・大和川上流・宇陀川流域下水道（第二処理区）

・大和川上流・宇陀川流域下水道（宇陀川処理区）

・吉野川流域下水道
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１．流域の状況（流域下水道の成り立ち）

◎◎◎◎大和川大和川大和川大和川上流・宇陀川流域下上流・宇陀川流域下上流・宇陀川流域下上流・宇陀川流域下水道水道水道水道

（第一処理区、第二処理区）（第一処理区、第二処理区）（第一処理区、第二処理区）（第一処理区、第二処理区）

・高度経済成長期における人口の増加

・県人口の約90％が北西部に居住

公共用水域の水質が悪化公共用水域の水質が悪化公共用水域の水質が悪化公共用水域の水質が悪化

◎◎◎◎吉野川流域下水道吉野川流域下水道吉野川流域下水道吉野川流域下水道

・県営水道の水源

水質保全が重要課題水質保全が重要課題水質保全が重要課題水質保全が重要課題

大和大和大和大和川流域別下水道整備総合川流域別下水道整備総合川流域別下水道整備総合川流域別下水道整備総合

計画を策定計画を策定計画を策定計画を策定

（当初（当初（当初（当初H17.7H17.7H17.7H17.7、、、、最新変更最新変更最新変更最新変更H22.8H22.8H22.8H22.8））））

◎◎◎◎大和川上流・宇陀川流域下大和川上流・宇陀川流域下大和川上流・宇陀川流域下大和川上流・宇陀川流域下水道水道水道水道

（宇陀川処理区）（宇陀川処理区）（宇陀川処理区）（宇陀川処理区）

水質保全が重要課題水質保全が重要課題水質保全が重要課題水質保全が重要課題

・県営水道の水源

木津川流域別下水道整備木津川流域別下水道整備木津川流域別下水道整備木津川流域別下水道整備

総合計画を策定総合計画を策定総合計画を策定総合計画を策定

（（（（H22.8H22.8H22.8H22.8））））

紀の川流域別下水道整備紀の川流域別下水道整備紀の川流域別下水道整備紀の川流域別下水道整備

総合計画を策定総合計画を策定総合計画を策定総合計画を策定

（当初（当初（当初（当初S56.6S56.6S56.6S56.6、最新変更、最新変更、最新変更、最新変更H17.11H17.11H17.11H17.11））））

 公共用水域の水質汚濁防止

（水質環境基準の達成維持）

 快適な生活環境の確保

を目的として流域下水道事業を

実施



信貴山幹線延伸信貴山幹線延伸信貴山幹線延伸信貴山幹線延伸ＬＬＬＬ=3.2km=3.2km=3.2km=3.2km（（（（H28H28H28H28～～～～H32H32H32H32））））
浄化センター：浄化センター：浄化センター：浄化センター：老朽施設の改築老朽施設の改築老朽施設の改築老朽施設の改築更新更新更新更新他他他他

市町：市町：市町：市町：面面面面整備整備整備整備 他他他他
TTTT

２．事業の概要

• 公共用水域の水質汚濁の防止（大和川のきれい化）

• 快適な生活環境の確保（トイレの水洗化）

• 浸水の防除（合流式下水道

※
区域）

大和川上流・宇陀川流域下水道（第一処理区）

事業の目的

事業概要

事業個所

事業名 大和川上流・宇陀川流域下水道（第一処理区）計画目標年次 平成47年度計画処理面積 25,493.86ha計画処理人口 648,992人計画汚水量（日最大） 290,896m3/日排除方式 分流式（一部合流式）対象市町（供用開始年） 奈良市（S52）、大和郡山市（S50）、天理市（S49）、桜井市（S53）、生駒市（S62）、香芝市（S58）、平群町（H19）、三郷町（H18）、斑鳩町（H17)、安堵町（H17）、川西町（S55）、三宅町（S54）、田原本町（S55）、広陵町（S58）（6市8町）処理場 浄化センター所在地 大和郡山市額田部南町処理場面積 57.5ha処理方式 ○標準活性汚泥法＋急速ろ過法○嫌気無酸素好気法＋急速ろ過法○凝集剤併用型ｽﾃｯﾌﾟ流入式多段硝化脱窒法＋急速ろ過法ポンプ場 南奈良幹線中継ポンプ場、竜田川幹線中継ポンプ場、信貴山幹線中継ポンプ場幹線管渠 約96.4km（内既設 約93.2km）事業の経緯 昭和46年 都市計画決定昭和49年 供用開始（44年経過） 5この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分の1地形図を使用した。（承認番号 平18総使 第40－D505520号）

※合流式下水道とは、汚水と雨水を一本の管で集める方式の下水道のこと 合流式下水道区域



２．事業の概要

• 公共用水域の水質汚濁の防止（大和川のきれい化）

• 快適な生活環境の確保（トイレの水洗化）

大和川上流・宇陀川流域下水道（第二処理区）

事業の目的

事業概要事業名 大和川上流・宇陀川流域下水道（第二処理区）計画目標年次 平成47年度計画処理面積 15,548.65ha計画処理人口 373,584人計画汚水量（日最大） 159,445m3/日排除方式 分流式対象市町村（供用開始年） 大和高田市（S59）、橿原市（H1）、御所市（H4）、香芝市（H3）、葛城市（H4）、高取町（H11）、明日香村（H4）、上牧町（H3）、王寺町（H5）、広陵町（S59）、河合町（S59）（5市5町1村）処理場 第二浄化センター所在地 北葛城郡広陵町萱野処理場面積 39.0ha処理方式 ○標準活性汚泥法＋砂ろ過法○凝集剤併用型嫌気無酸素好気法＋砂ろ過法○凝集剤併用型ｽﾃｯﾌﾟ流入式多段硝化脱窒法＋砂ろ過法幹線管渠 約72.0km（内既設 約69.4km）事業の経緯 昭和53年 都市計画決定昭和59年 供用開始（34年経過） 6

TTTT

葛城川幹線延伸葛城川幹線延伸葛城川幹線延伸葛城川幹線延伸L=877mL=877mL=877mL=877m（（（（H27H27H27H27～～～～H28H28H28H28））））

第二浄化センター第二浄化センター第二浄化センター第二浄化センター：：：：老朽老朽老朽老朽施設改築施設改築施設改築施設改築更新更新更新更新 他他他他

市町村：市町村：市町村：市町村：面面面面整備整備整備整備 他他他他この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分の1地形図を使用した。（承認番号 平18総使 第40－D505520号）

事業個所



TTTT

宇陀川浄化センター：宇陀川浄化センター：宇陀川浄化センター：宇陀川浄化センター：老朽施設改築老朽施設改築老朽施設改築老朽施設改築更新更新更新更新 他他他他

市：市：市：市：面面面面整備整備整備整備 他他他他

２．事業の概要

• 公共用水域の水質汚濁の防止

• 快適な生活環境の確保（トイレの水洗化）

• 水道水源の水質保全

大和川上流・宇陀川流域下水道（宇陀川処理区）

事業の目的

事業概要

事業個所

事業名 大和川上流・宇陀川流域下水道（宇陀川処理区）計画目標年次 平成47年度計画処理面積 975.1ha計画処理人口 14,000人計画汚水量（日最大） 6,282m3/日排除方式 分流式対象市（供用開始年） 宇陀市 （1市）※H18の合併以前は大宇陀町（H3）、菟田野町（H2）、榛原町（S62）の3町処理場 宇陀川浄化センター所在地 宇陀市榛原福地処理場面積 3.8ha処理方式 ○凝集剤添加循環式硝化脱窒法＋急速ろ過法○凝集剤添加嫌気無酸素好気法＋急速ろ過法ポンプ場 菟田野ポンプ場、大宇陀ポンプ場幹線管渠 約9.3km（全線既設）事業の経緯 昭和55年 都市計画決定昭和62年 供用開始（31年経過） 7

室生ダム室生ダム室生ダム室生ダム宇陀川宇陀川宇陀川宇陀川

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分の1地形図を使用した。（承認番号 平18総使 第40－D505520号）



市町：市町：市町：市町：面整備面整備面整備面整備 他他他他

２．事業の概要

• 公共用水域の水質汚濁の防止

• 快適な生活環境の確保（トイレの水洗化）

• 水道水源の水質保全

吉野川流域下水道

事業の目的

事業概要

事業個所

事業名 吉野川流域下水道計画目標年次 平成47年度計画処理面積 3,141.53ha計画処理人口 38,470人計画汚水量（日最大） 21,248m3/日排除方式 分流式対象市町（供用開始年） 五條市（H3）、吉野町（H9）、大淀町（H7）、下市町（H11）（1市3町）処理場 吉野川浄化センター所在地 五條市二見処理場面積 13.0ha処理方式 ○循環式硝化脱窒法＋急速ろ過法○高度処理ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｨｯﾁ法＋礫間接触酸化法○高度処理ｵｷｼﾃﾞｰｼｮﾝﾃﾞｨｯﾁ法＋急速ろ過法ポンプ場 下市ポンプ場、野原ポンプ場幹線管渠 約23.5km（全線既設）事業の経緯 昭和58年 都市計画決定平成 3年 供用開始（27年経過） 8この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の5万分の1地形図を使用した。（承認番号 平18総使 第40－D505520号）

PPPP
TTTT PPPP

吉野川浄化センター：吉野川浄化センター：吉野川浄化センター：吉野川浄化センター：老朽施設改築更新老朽施設改築更新老朽施設改築更新老朽施設改築更新 他他他他



２．事業の概要

流域関連公共下水道（28市町村）

9

〈平成24年度末〉

事業の進捗状況

第一処理区 87.2％

第二処理区 76.0％

宇陀川処理区 70.5％

吉野川処理区 59.5％

〈平成29年度末〉

●処理区別下水道普及率●処理区別下水道普及率

第一処理区 83.2％

第二処理区 72.0％

宇陀川処理区 58.8％

吉野川処理区 54.0％
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３．事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化

 奈良県の人口は平成12年をピークに減少傾向に転じている。

 使用料の基となる一人一日当りの汚水排出量（汚水量原単位）は、節水型機器の導入

や節水意識の向上に伴い減少傾向にある。

10

県人口の推移

出典：奈良県統計年鑑、日本の地域別将来推計人口0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H29 H32 H37 H42 H47 H52 H57

推計値実績値（千人）

出典：内閣府世論調査

節水意識の経年変化

出典：奈良県の水道概要
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３．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果【公共用水域の水質改善】

 流域下水道供用開始以降、下水道普及率の増加に伴い、公共用水域の水質は順調に

改善している。

 今後も下水道整備を推進し、下水道事業を継続的に運営することにより、公共用水域の

水質のより一層の改善と維持が期待される。

大和川上流・宇陀川流域下水道（第一処理区・第二処理区）

下水道普及率と河川水質について

11出典：大和川水環境白書

第一処理区、第二処理区

※大和川（上吐田、太子橋、御幸大橋、藤井、国豊橋、河内橋、浅香新取水口、遠里小野橋）の平均値S49（第一）供用開始

汚い

きれい

普及率
水質環境基準5.0(mg/L) 水質（BOD）※

S59（第二）供用開始



３．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果【公共用水域の水質改善】

 流域下水道供用開始以降、下水道普及率の増加に伴い、公共用水域の水質は順調に

改善し、清澄な水準を維持している。

 今後も下水道整備を推進し、かつ下水道事業を継続的に運営することにより、公共用水

域の水質のより一層の改善と維持が期待される。

大和川上流・宇陀川流域下水道（宇陀川処理区）

※1 観測地点：宇陀川（高倉橋）、※2 下水道普及率：旧大宇陀町、旧菟田野町、旧榛原町の普及率 12出典：環境調査報告書（水質編）

宇陀川処理区

S62供用開始

下水道普及率と河川水質について汚い

きれい
水質環境基準2.0(mg/L)

水質（BOD）※1

普及率※2



３．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果【公共用水域の水質改善】

 流域下水道供用開始以降、下水道普及率の増加に伴い、公共用水域の水質は順調に

改善し、清澄な水準を維持している。

 今後も下水道整備を推進し、かつ下水道事業を継続的に運営することにより、公共用水

域の水質のより一層の改善と維持が期待される。

吉野川流域下水道

下水道普及率と河川水質について

13

吉野川処理区

※観測地点：吉野川（御蔵橋）出典：環境調査報告書（水質編）H3供用開始

汚い

きれい
普及率水質環境基準2.0(mg/L)水質（BOD）※



３．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果

【大和川の水質保全に向けた下水道整備（第一処理区）】

 三郷町に位置する信貴山幹線では、平成28年度から管渠の延伸工事を進めている。

 今後、流域幹線が延伸され町の下水道整備が進めば、観光地である信貴山から三郷

町の水道水源である「とっくり湖」への汚水流入が抑えられ、水道水源の水質保全が

期待されると共に大和川全体の水質保全にも繋がる。

14

■信貴山幹線

平成28年工事着手→平成32年度

完成予定。L=3.2km延伸。 整備予定三郷町予定処理区域整備済

H28～32 L=3.2km信貴山



３．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果

【地域振興施設と連携した下水道整備（第二処理区） 】

御所ＩＣ

御所南ＩＣ 御所市公共下水道の接続(H27～H28)

御所南ＰＡ(H29.8.19暫定オープン)地域振興施設「御所の郷」
(H29.11.17グランドオープン)

葛
城
川
幹
線

15

奈良県立御所実業高等学校
県営秋津団地

 御所市に位置する葛城川幹線では、平成27年度～28年度に管渠の延伸工事を実施。

 今後、公共下水道の整備が完了すれば、近隣の県立高校や県営団地が下水道に接続

されることとなり、生活環境の改善が期待される。

 また、京奈和自動車道の御所南ＰＡおよび地域振興施設「御所の郷」のオープンに合わ

せて供用を開始しており、道路事業と連携した地域のにぎわいづくりにも貢献した。

■葛城川幹線

L=877mを延伸。

平成29年5月に供用開始。



３．事業の必要性に関する視点

２）事業の整備効果

【下水道サービスの安定的提供】

 老朽化が進む既存の管路施設、ポンプ場施設、処理場施設に対して、予防保全型の維持

管理を実施。

 各施設を長寿命化計画に位置付け、点検・診断・措置・記録といったメンテナンスサイクル

を回しながら、ライフサイクルコストの最小化・事業の平準化を図りつつ計画的に改築更

新・補修を進めている。

 また、震災時に処理場などの下水道施設が被災しても、最低限の処理を行うための機能を

維持できるよう、『奈良県国土強靱化地域計画』に位置づけ施設の耐震化を進めている。

16老朽化した施設の更新（上：汚泥脱水機、下：汚泥掻寄機）
【拡大】

管廊の耐震化（可とう継手の設置）

〈更新前〉 〈更新後〉



●大和川上流・宇陀川流域下水道

・第一処理区

・第二処理区

・宇陀川処理区

●吉野川流域下水道

３．事業の必要性に関する視点

３）事業の投資効果

〈算出条件等〉

基準年 ：平成30年度

対象期間 ：事業着手から整備完了後50年目

まで調査分析方針 ：下水道事業における費用効果分析マニュアル（平成28年12月）

費用便益比＝ ＝

便益

費用

下水道事業による 効果

下水道事業に係る費用

＜＜＜＜
費用便益比＝ ＝

便益

費用

下水道事業による 効果

下水道事業に係る費用

費用便益比＝ ＝

便益

費用

便益

費用

下水道事業による 効果

下水道事業に係る費用

下水道事業による 効果

下水道事業に係る費用

・生活環境の改善効果

・公共用水域の水質保全効果

・浸水の防除効果（第一処理区のみ）

・その他効果

・施設の残存価値※市町村の流域関連公共下水道事業による効果を含む

・建設費（更新費含む）

・用地費

・維持管理費※市町村の流域関連公共下水道事業に係る費用を含む
17



３．事業の必要性に関する視点

４）地域における計画等

18

事業の位置づけ

○流域別下水道整備総合計画
※

水質環境基準の類型指定がなされている水域について、公共用水域の水質

環境基準を達成・維持することを目標として、必要な下水道整備を実施する。

※大和川上流・宇陀川流域下水道（第一処理区・第二処理区）･･･大和川流域別下水道整備総合計画

大和川上流・宇陀川流域下水道（宇陀川処理区）･･･木津川流域別下水道整備総合計画

吉野川流域下水道･･･紀の川流域別下水道整備総合計画

○奈良県汚水処理構想（平成28年6月）

県内の汚水処理施設
※

の整備が完了していない地域について、平成３７年度

までの概成を目指して、早期整備を推進する。

※汚水処理施設･･･下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化槽、コミュニティ・プラント

〇奈良県都市計画区域マスタープラン（平成23年5月）

生活環境の改善や河川等の公共用水域の水質を改善するため、汚水処理

を促進する。また、効率的な下水処理を行うため、処理施設の改築・更新を計

画的に実施する。



４．事業の進捗の見込みの視点

 長寿命化計画に基づく施設の更新や震災時に最低限の処理機能を確保するため

に必要な施設の耐震化を中心に事業を実施。

 安定的な下水道サービスの供給に向けて、今後も引き続き、計画的・効率的な施設

の維持管理に努める。

 また、流域関連公共下水道の整備を促進し、早期整備完了を目指す。

19

【幹線管渠の整備状況】

大和川上流・流域下水道（第一処理区） ： 96.6％（93.2km）整備済み　残事業は3.2km

大和川上流・流域下水道（第二処理区） ： 96.4％（69.4km）整備済み　残事業は2.5km

大和川上流・流域下水道（宇陀川処理区） ： 平成2年度で100％（9.3km）完了

吉野川流域下水道 ： 平成22年度で100％（23.5km）完了

【今後の整備予定】

残事業は、信貴山幹線（第一処理区）と葛城川幹線（第二処理区）の2幹線。

・信貴山幹線：全体延長4.6kmのうち、約1.4kmが供用済み。

残延長は、三郷町及び平群町の面整備に併せて平成32年度に完了予定。

・葛城川幹線：全体延長23.4kmのうち、約20.9kmが供用済み。

残延長は、御所市の面整備の予定時期に併せて整備予定。


